


15:30-15:40　研究科長挨拶
15:40-16:20　新入生歓迎講演会
16:25-17:30　新入生交流会

司会：戸田 剛文 准教授（共生人間学専攻 思想文化論講座）

主催：人間・環境学フォーラム実施委員会
共催：学生生活委員会（新入生交流会）

参加費　新入院生・学部生：　  500円
　　　　在学院生・職員：　　1000円
　　　　教員：　　　　　　　3000円

　新入生同士の交流のために、主に折り紙を使った自己紹介をグループワークとして行います。大学
院生活をスムーズに始めるきっかけ作りになることを期待しています。

和田 竜太 講師
（京都大学 学生総合支援センター カウンセリングルーム）

岡田 温司 教授
（共生人間学専攻 思想文化論講座 創造行為論分野）

ポスターデザイン：戸田剛文（共生人間学専攻）

新入生歓迎講演会

新入生交流会

第 37 回人間・環境学フォーラム
新入生歓迎講演会・交流会

平成29年 4月 7日（金）
人間・環境学研究科棟 地階大講義室

生協吉田食堂１階
19:00-20:30　懇親会

大学院生活の過ごし方
ーストレスと上手につきあうには？ー

アートは世界を救うか？

　19 世紀初めにヘーゲルが「芸術の終焉」を予告して以来、芸術はますます自己の内部へと沈潜し、
社会や外界との関係性を断ち切ることで自律化と純粋化を志向してきた。メディウム・スペシフィック
な抽象芸術はその典型であり、前衛的モダニズムの到達点でもある。ところが、ギリシアの神殿や中世
の大聖堂、ルネサンスの壮麗な美術の数々などが示しているのは、逆に、芸術は社会や宗教と密接な関
係を切り結んできたからこそ偉大でありえた、というパラドクスである。いわゆるポストモダン以降、
社会や環境との関係性をもういちど取り戻そうとするアートの試みがいたるところで出現している。
今日、混迷するアートワールドはどこへ向かおうとしているのか、皆さんとともに考えてみたい。


